
１　応募者 （※印は必須項目）

ふりがな※

氏名※

メールアドレス ※

住所地

２　応募内容

※各募集テーマの詳細は、本エクセルファイル中の別紙ワークシート若しくは募集チラシ裏面をご確認ください。

応募する項目　※

県民提案　応募様式

みえ　たろう
ご連絡先
電話番号 ０９０－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘ

三重　太郎

mie_taro@mie.ne.jp
年齢

三重県職員、三重県議会議員、法人及び暴力団関係者（暴力団員による不当な行為の
防止等に関する法律（平成３年法律第77号）に規定する暴力団をいう。）に該当しません
か？　※

注１）「メールアドレス」については、三重県の担当部局から、ご提案内容等の確認をとらせていただく場合がありますので、普段お
使いの日常的に使用しているメールアドレスを必ずご記入ください。また、「ご連絡先電話番号」もご記入いただける方は、日中に
連絡の取れる電話番号を記入してください。

注２）グループでのご応募の場合は、「１ 応募者」欄に代表者の情報を記入してください。

注３）応募者の個人情報については、個人情報の保護に関する法律に基づき、適切に処理します。

▶下記の中からどれか１つを選択（☑）してください。

　該当しません

三重県内 日本国内 日本国外

　自由提案　　　（以下の個別テーマに該当するものがない場合）

　10代以下

　70代以上

　50代

　60代

　30代

　40代

　20代

　個別テーマ①　： 若者が中心となって進める新しい地域づくりの取組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　個別テーマ②　： 地域活動の担い手不足の解消に向けた取組

　個別テーマ③　： 若者の投票率向上

　個別テーマ④　： 脱炭素型ライフスタイルへの転換に向けた行動変容の促進

　個別テーマ⑤　： 県内農林水産物の更なる地域内外の消費拡大に向けて

　個別テーマ⑧　： 林業GXを推進するため、林業の担い手の確保と森林管理の効率化につながる施策

　個別テーマ⑥　： 未利用食品の有効活用方策

　個別テーマ⑦　： 農業の労働力確保につながる方策

　個別テーマ⑫　： 「みんなで考える」交通死亡事故抑止対策

　個別テーマ⑪　： 犯罪防止に向けた取組

　個別テーマ⑩　： 小中学校児童生徒の英語力向上

　個別テーマ⑨　： 花とみどりの活用の推進に関する方策

　個別テーマ⑬　： 特殊詐欺グループ等に対する組織犯罪対策

　個別テーマ⑭　： パトカーによる顕示性のある警戒活動

記 入 例

　該当しません

三重県内 日本国内 日本国外

　10代以下

　70代以上

　50代

　60代

　30代

　40代

　20代

応募される方の基本情報に

ついて記載してください。

以下の項目の中から、応募される項目を

選択し、チェック☑を入れてください。



提案・アイデア
の名称 ※

提案・アイデア
の概要※

（200文字以内）

提案・アイデア
の詳細※

３　その他（上記項目以外でお伝えしたい内容がある場合は、自由に記載してください）

備考欄

【応募様式の送付先（電子メール）】

　zaisei@pref.mie.lg.jp　あて

・「提案・アイデアの概要」の詳しい内容や、補足説明等を記入してください。

・提案に至った現状、課題、背景（どうにかしたいこと、よりよくしたいこと、世の中の問題）など、
ご自身の体験や考えに基づくリアルな声をお聞かせください。

・提案・アイデアが複数の取組（プロジェクト）案で構成されている場合は、可能な範囲で結構で
すので、各取組ごとの内容を記入してください。

　【記入例】
　　①●●●を対象にした啓発　　（内容）・・・
　　②×××を対象にした研修会の実施　　（内容）・・・
　　③△△△にかかる資機材の整備　　（内容）・・・

・応募いただいた提案・アイデアが実現すると、どのような効果があるのか、どのように課題が解
消されるのかについても記入してください。

（裏面）

・提案・アイデアの内容を簡潔に表現するネーミングを付けてください。
（例）「●●・・・事業」「〇〇・・・プロジェクト」「△△△・・・プラン」など

・「提案・アイデアの目的」、「提案・アイデアの対象（ターゲット）」、「何をするか」がわかるよう、
提案・アイデアの内容を大まかにまとめたものを記入してください。

・詳細な内容については、下段の「提案・アイデアの詳細」欄に記入してください。

ご提案いただいた事業は下記のような視点で審査させていただきます。

ア 必要性

・社会情勢の変化等により、県民や社会のニーズが高まっているか

イ 具体性

・具体的な事業を伴う提案となっているか

ウ 事業の効果

・提案事業を行うことで、県民に対して大きな効果が見込まれるか

・県内に広域的に効果が波及するものであるか

エ 手段の有効性及び効率性

・現状や課題がしっかり分析されており、その解決策としてふさわしいものであるか

・事業規模、水準、手法は適切なものとなっているか

・想定される業務量が過大ではないか

オ 実施主体性

・県が実施主体として取り組むべき事業と認められるか

・県が担うべき広域性、先進性があるか

カ 緊要性

・令和６年度に直ちに事業に取り組む必要があるか


